
　循環器内科

１．概　要
　平成25年は心血管/造影カテーテル検査を934件（うち緊急検査215件）に施行した。経皮的冠動脈イ
ンターベンションは353例（成功率97.2%）で、その内、血管内超音波を321例に、ステント留置術は295
例に施行した。また、血行動態の悪い症例には、大動脈内バルーンパンピングを34例に施行した。心原
性ショック例・心停止例(来院時心肺停止例も含む)には、経皮的心肺補助装置を装着した（12例）。一方、
不整脈診断の為の心臓電気生理学的検査を50例に、カテーテルアブレーションを20例に施行した。64列
多列検出器CTによる冠動脈CT検査を108例に施行した。
　平成25年４月１日付で市立四日市病院から津田卓眞が赴任したが、平成26年３月31日付で名古屋大学
大学院医学系研究科病態内科学講座循環器内科学大学院に入学のため、退職した。一方、10月１日より
澤崎貴子が産休から復職した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第一部長　大野　修）

●疾患別頻度 総件数：2,878件

本態性高血圧症
586件（20. 4％）

心不全 458件（15. 9％）

その他の不整脈 338件（11. 7％）

心房細動及び粗動 224件（7.8％）

狭心症 413件（14. 4％）

心臓弁膜症 183件（6.4％）

急性心筋梗塞 125件（4.3％）
慢性虚血性心疾患 97件（3.4％）
アテローム粥状硬化症 91件（3.2％）

静脈血栓塞栓症 90件（3.1％）
その他 273件（9.5％）

●虚血性心疾患治療

経皮的冠動脈インターべ－ション

ステント留置術

血管内超音波

心臓電気生理学的検査
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疾　患　名 件　数（件） 疾　患　名 件　数（件）
１ 心不全 4 5 8 ４ 肺血栓塞栓症 2 5
２ 狭心症 4 1 3 ５ 急性大動脈解離 1 3
３ 急性心筋梗塞 1 2 5 計 1 , 0 3 4

●科指定5疾患



心臓電気生理学的検査

カテーテルアブレーション

緊急ペースメーカ挿入

永久ペースメーカ植込み術

永久ペースメーカ交換術

植込み型除細動器植込み術

大動脈内バルーンパンピング

経皮的心肺補助装置装着

下大静脈フィルター留置

経皮的血管形成術
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●不整脈治療

●その他の観血的治療
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学会発表（医局）
※丸数字は共同研究者を示す＜循環器内科＞

No. 演　　題　　名 発表者及び
共同研究者 学会・研究会名 発表年月日

① 心房粗動とＡＴＰ感受性心房頻拍を合
併した高度肺気腫の１例 冨田 崇仁 第219回日本内科学会東海地方会 2013/2/24

②
ベアメタルステント（BMS）留置７年後
にvery  late stent thrombosis （VLST）
を発症した１例

渡邉 麻希 第35回東三医学会 2013/3/9

③ トルバプタン投与後に著名な高Na血
症による高度意識障害を来たした１例 酒井 喜規 第35回東三医学会 2013/3/9

④
２年前にLADに留置したCypher  stent 
が断裂、瘤形成と遅発性ステント血栓
症をきたした若年女性の一例

冨田 崇仁 第29回日本心血管インターベン
ション治療学会　東海北陸地方会 2013/5/18

⑤ 大動脈炎を発症したPR3-ANCA陽性中
年男性の１例 野村 理恵 第220回日本内科学会東海地方会 2013/6/9

⑥ 術後血小板減少が遷延したLMT急性
心筋梗塞の一例 冨田 崇仁 第141回日本循環器学会東海地方会 2013/6/22

7
高分解能CTによるステントフラク
チャーとステント内再狭窄の解析:侵略
的カテーテルとの比較

津田 卓眞 第22回日本心血管インターベン
ション治療学会・学術集会 2013/7/13

⑧
Pulmonary wedge aspiration cytology
を試みたX線画像所見に乏しい低酸素
血症の2症例

冨田 崇仁 第221回日本内科学会東海地方会 2013/10/27



研究会発表（医局）

 ※丸数字は共同研究者を示す＜循環器内科＞

No. 演　　題　　名
発表者及び
共同研究者

学会・研究会名 発表年月日

1 コメンテーター 成瀬 賢伸 東海ハートカンファレンス 2013/2/2

2 PCI後のイベント抑制 成瀬 賢伸
Vascular Intervention Today  座談
会

2013/4/15

3
Trans  Collateralアプローチにおいて、
冠動脈用バルーンが有用であった一例

津田 卓眞 第７回JPR研修会 2013/8/10

4
バルーン拡張により冠動脈穿孔を来
たし、多量血栓と止血に難渋したLC
ｘ-CTOの１例

津田 卓眞
札幌ライブデモンストレーション
コース

2013/9/6

5
Trans  Collateralアプローチにおいて、
冠動脈用バルーンが有用であった一例

津田 卓眞 the 4th Sendai/New  Tokyo  LIVE 2013/11/29

6
高度腎不全を合併したLMT分岐部を
含む３枝病変に対して、少量造影剤に
より血行再建に成功した１例

津田 卓眞 the 4th Sendai/New  Tokyo  LIVE 2013/11/30

7 会場コメンテーター 成瀬 賢伸 picasso 25 2013/12/7



座長・司会（医局） 

＜循環器内科＞

No. 演　　題　　名 座長名 学会・研究会名 発表年月日

1 総合座長 冨田 崇仁
第12回東三循環器セミナー～循環
器おもしろ会～

2013/2/5

2

名古屋大学大学院医学系研究科肺高血
圧先端医療学寄附講座　平敷安希博

「『日常における肺高血圧症を見逃さな
いために』～説明のつかない息切れ、失
神～」ほか

成瀬 賢伸 豊橋肺高血圧症講座 2013/2/21

3

JA広島総合病院心臓血管内治療科　
辻山修司「『Tolbaptanと歩んできた道』
～カテ屋が”サムスカ”に出会ってから
～」

成瀬 賢伸 心不全　水利尿薬勉強会 2013/2/26

4

名古屋大学大学院　医学系研究科　循
環器内科学　室原豊明｢大血管イベン
ト抑制を考慮した２型糖尿病治療とイ
ンクレチン関連薬への期待｣

大野　修 東三河地区糖尿病学術講演会 2013/2/27

5
心臓血管・呼吸器外科　直海　晃｢上肺
野優位の気腫性嚢胞病変を有したレッ
クリングハウゼン病疑いの１例｣、ほか

成瀬 賢伸 第35回東三医学会 2013/3/9

6
静岡赤十字病院循環器科　黒河内新｢
心膜心筋炎の発症を契機に診断された
成人Still病の１例｣ほか

冨田 崇仁 第220回日本内科学会東海地方会 2013/6/9

7

社会福祉法人浅草寺病院循環器内科　
梶本克也「急性心不全症候群～現場で
考え抜いて見えてくるトルバプタンの
活用法～」

成瀬 賢伸 心不全　水利尿薬勉強会 2013/8/20

8
豊橋ハートセンター循環器内科　山
城荒平「EBMに基づく新規抗凝固薬
(NOAC)の使い方」ほか

成瀬 賢伸 豊橋Network  meeting 2013/9/11

 



論文・著書（医局）

※丸数字は共同研究者を示す＜循環器内科＞

No. 題名
発表者及び
共同研究者

雑誌名

①
若年で急性心筋梗塞を発症、血管内エコーに
て高度の等輝度プラークを認めた抗リン脂質
抗体症候群の１例

冨田 崇仁 心臓　Vol.45 No.11 1394-1399(2013)

②
ベアメタルステント(BMS)留置７年後にVery  
Late Stent Thrombosis(VLST)を発症した１
例

渡邊 麻希 東三医学会誌　35号,58-61頁(2013.03)

③
トルバプタン投与後に著名な高ナトリウム血
症による高度意識障害を来した１例

酒井 喜規 東三医学会誌　35号,62-66頁(2013.03)




